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会長講演録―2
「コロナと生きる」中篇　―思想の章―

『
續
々
〃 

倭
詩
』  

そ
の
七

一
、
思
春
期
の
歌
　「
詩
人
の
恋
」

2
0
2
1
年
1
月
20
日
の
北
翔
大
学
で
始
ま
っ

た
講
演
会
。
2
月
23
日
の
ス
タ
ッ
フ
講
習
会
ま

で
、
計
5
回
。
3
時
間
に
及
ん
だ
「
コ
ロ
ナ
と

生
き
る
」
と
題
し
た
内
容
を
、
前
・
中
・
後
篇

に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

1. Im wunderschönen Monat Mai　
こよなく美しい五月に

Im wunderschönen Monat Mai， 
Als alle Knospen sprangen， 
Da ist in meinem Herzen  
Die Liebe aufgegangen.  
 
Im wunderschönen Monat Mai， 
Als alle Vögel sange， 
Da hab ich ihr gestanden  
Mein Sehnen und Verlangen. 

こよなく美しい五月に 

すべてのつぼみが弾けて咲くように 

ぼくの心の中にも 

恋が花開いたんだ 

 

こよなく美しい五月に 

すべての鳥たちが歌うように 

ぼくも彼女に告白したんだ 

ぼくの憧れと　そして願いを

まほろば主人 　
宮下  周平

作曲家ロベルト・シューマンとピアニストの妻・クララ・シューマン
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中
学
2
年
生
の
時
、
母

か
ら
初
め
て
買
っ
て
も
ら

っ
た
L
P
レ
コ
ー
ド
と
い

う
も
の
。

　

そ
れ
が
、あ
の
名
曲
「
菩

提
樹
」
の
入
っ
て
い
た
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
冬
の
旅
」

だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ス
ゼ
ー
の
バ
リ

ト
ン
。
雪
国
の
シ
ン
シ
ン
と
降
る
雪
と
心
情
が
重
な
っ

て
、
何
と
も
言
え
な
い
多
感
な
思
春
期
の
気
だ
る
さ
と

不
安
と
浪
漫
が
、
未
知
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
足
を
踏

み
入
れ
た
初
め
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
深
み
に
は
ま
っ
て
ド
イ
ツ
リ
ー
ト
を
渉

猟
し
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
詩
人
の
恋
」
に
は
、
心
奪
わ

れ
た
。
青
年
期
の
生
き
方
を
彷
徨
し
て
、
求
め
切
れ
な

い
何
か
を
探
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
ハ
イ
ネ
や
リ
ル
ケ
、
ボ
ー
ド
レ

ー
ル
等
々
、
近
代
詩
の
数
々
を
訳
も
解
か
ら
ず
、
読
み

込
ん
で
い
た
。

　

そ
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
に
、
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ

ー
マ
ン
が
曲
を
付
け
た
の
が
、
こ
の
歌
曲
集
「
詩
人
の

恋
」
で
あ
っ
た
。
自
分
を
こ
の
詩
人
に
見
立
て
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
悲
恋
に
、
傷
付
く
か
の
よ
う
に
。

二
、
ハ
イ
ネ
と
友
人
マ
ル
ク
ス

　

と
こ
ろ
が
、
後
年
、
こ
の
ハ
イ
ネ
が
カ
ー
ル
・
マ
ル

ク
ス
と
親
友
の
如
く
付
き
合
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
た
。
今
思
え
ば
、
単
純

な
動
機
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
東
洋
哲
学
に
傾

倒
し
て
い
た
そ
の
頃
か
ら
、
思
想
的
に
も
生
理
的
に
も

共
産
主
義
に
は
、
甚
だ
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
。
周
り

の
大
多
数
の
学
生
は
、
学
生
運
動
に
走
り
、
上
下
も
左

右
も
な
く
、
暴
力
で
革
命
を
起
こ
そ
う
と
嘯う

そ
ぶ
い
て
、
恩

師
を
罵
倒
し
、
学
校
を
荒
ら
し
回
っ
た
。

　

翻
っ
て
み
れ
ば
、
当
時
、
彼
ら
は
真
剣
に
マ
ル
ク
ス

の
思
想
哲
学
を
、
殊
に
『
資
本
論
』
を
読
み
進
め
て
活

動
家
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。
周
り
に
扇
動
さ
れ
て
闇

雲
に
火
炎
瓶
を
投
げ
て
い
た
だ
け
だ
。
そ
の
主
体
性
の

無
さ
こ
そ
、
多
く
は
卒
業
後
、
企
業
戦
士
に
下
っ
て
、

敵
と
み
な
し
た
資
本
主
義
の
先
兵
と
な
っ
て
日
本
経
済

の
繁
栄
を
築
い
て
い
っ
た
。

　

ハ
イ
ネ
は
、
詩
が
出
来
る

度
に
、
マ
ル
ク
ス
に
見
せ
、

評
価
さ
れ
た
も
の
を
発
表
し

て
い
た
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス

は
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
、

ベ
ル
リ
ン
に
住
ん
で
い
た
。

後
に
、
友
の
経
済
学
者
エ
ン

ゲ
ル
ス
と
『
共
産
主
義
革
命
』
を
発
表
し
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ア
ー
ト
（
労
働
者
階
級
）
解
放
運
動
を
起
こ
し
た
、

そ
の
唯
物
主
義
。
そ
れ
が
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
と
、
ど
う
結

び
つ
く
の
か
、
当
時
の
若
造
に
は
解
か
ら
な
か
っ
た
。

　

シ
ュ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ク
ラ

ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
。
そ
の
ク
ラ
ラ
の
何
も
か
も
に
憧
れ

て
恋
し
た
の
が
、
弟
子
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
だ

っ
た
。
そ
の
た
め
、彼
は
生
涯
独
身
を
通
し
た
。
私
は
、

ヨ ハ ネ ス・ ブ ラ ー ム ス
（Johannes Brahms、

1833 - 1897 年）ドイツ

ロベルト・シューマン 
 (Robert Alexander Schumann，1810-1856)　ドイツ

カール・マルクス 
（Karl Marx, 1818 - 1883 年）ドイツ

ハインリヒ・ハイネ  
(Heinrich Heine，1797-1856)　ドイツ
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こ
よ
な
く
こ
の
ブ
ラ

ー
ム
ス
を
好
ん
だ
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
か
ら

室
内
楽
ま
で
、
そ
の

渋
さ
、
濃
さ
、
深
さ
。

何
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

黄た
そ
が
れ昏
の
よ
う
な
秋
の

暮
行
く
冬
の
到
来
を

予
感
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
。

　

高
校
生
に
、
人
生

晩
年
の
機
微
が
分
か
る
は
ず
も
な
い
の
だ
が
。し
か
し
、

若
き
日
の
そ
の
予
感
が
当
た
っ
て
い
た
の
だ
。

三
、
西
洋
近
代
史
、
3
0
0
年
の
闇

　

こ
の
音
楽
と
政
治
が
、
ど
う
結
び
つ
く
の
か
。

　

実
は
、
私
自
身
も
共
産
主
義
化
、
社
会
主
義
思
想
の

中
に
浸
か
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
が
、
つ
い
最

近
の
事
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
驚
く
べ
き
事
実
で
、
戦
後
生
ま
れ
の
大
方
の

日
本
人
は
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
G
H
Q
の

政
策
、
闇
の
勢
力
が
仕
掛
け
た
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
（
共
産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
化

さ
せ
た
海
の
中
で
教
育
さ
れ
、
思
考
し
、
生

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

本
人
が
自
覚
す
る
か
し
な
い
か
に
拘
わ
ら
ず
、
全
く
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
空
気
だ
っ
た
。
反
共
の
私
で
さ
え
そ

う
な
の
だ
か
ら
。
左
派
も
右
派
も
ど
っ
ぷ
り
と
そ
の
沼

に
嵌は

ま

っ
た
人
た
ち
を
、
責
め
る
気
に
は
な
ら
な
い
。

実
は
近
代
の
ほ
ぼ
3
0
0
年
は
同
時
進
行
で
同
じ
方

向
に
向
い
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
行
き
着
く

先
は
、
同
じ
谷
底
で
も
あ
っ
た
。
ま
ず
、
音
楽
か
ら
手

短
に
語
り
た
い
。

四
、
音
楽
の
没
落

　

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
と
い
う
と
、
西
洋
音
楽
の
す
べ

て
の
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
が
、
そ
れ
は
違
う
。
古

代
ギ
リ
シ
ア
史
2
5
0
0
年
か
ら
す
れ
ば
、
た
か
が

3
0
0
年
ほ
ど
の
音
楽
史

を
指
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
あ
の
小
学
校
の
音
楽

室
に
貼
ら
れ
た
作
曲
家
の

面
々
だ
。　

　

古
い
グ
レ
ゴ
リ
ア
聖
歌

な
ど
の
教
会
音
楽
の
集
大

成
者
と
し
て
の
大
バ
ッ
ハ

は
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
始

祖
と
し
て
金
字
塔
が
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
私
は
、
彼

の
絶
筆
「
フ
ー
ガ
の
技
法
」
を
西
洋
音
楽
史
上
の
最
高

峰
と
し
て
こ
よ
な
く
愛
聴
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
こ
か

ら
下
り
坂
に
向
か
う
。　

　

ほ
ぼ
30
～
50
年
刻
み
に
次
々
と
天
才
た
ち
が
、
陸
続

と
し
て
現
れ
て
は
消
え
る
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
ワ
ー
グ
ナ

ー
、
マ
ー
ラ
ー
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ

ー
‥
‥
‥
。
お
馴
染
み
の
作
曲
家
名
で
あ
る
。
掉と

う
び尾
に

日
本
の
武
満
徹
が
い
る
。
バ
ロ
ッ
ク
、
古
典
派
、
ロ
マ

ン
派
、
近
代
と
そ
の
流
れ
は
急
速
に
早
ま
る
。

若き日のブラームス　　子沢山のクララ

絶筆「フーガの技法」の草稿

第二次世界大戦のきっかけとなった「ハルノート」は、ルーズベルト大統領
の側近、旧ソ連のスパイ工作員の手に依ったものだった。
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そ
し
て
、

1
9
0
0
年

代
に
入
り
、
ア

ル
ノ
ル
ト
・
シ

ェ
ー
ン
ベ
ル
ク

が
調
性
音
楽
を

脱
し
無
調
の

十
二
音
技
法
を

創
始
し
た
の

だ
。
現
代
音
楽

の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。
五
音
諧
（
民
俗
楽

的
ペ
ン
タ
ト
ニ
ッ
ク
）
や
長
短
の
七
音
階

の
破
壊
、
不
協
和
音
の
楽
曲
で
あ
る
。
現

実
的
に
こ
こ
か
ら
音
楽
の
崩
壊
が
始
ま
っ

た
。

　

そ
の
流
れ
の
中
で
、
高
校
時
代
に
、
武

満
に
出
会
い
、シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
を
学
び
、

現
代
作
曲
家
を
渉
猟
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
先
に
、
絶
望
の
大
き
な
壁
を
直
感
し
、

志
半
ば
で
挫
折
し
た
の
だ
。

　

今
、
振
り
返
れ
ば
、
そ
こ
に
立
ち
は
だ

か
る
壁
こ
そ
、
世
界
に
蔓
延
し
た
社
会
主

義
、
全
体
主
義
の
潮
流
で
あ
っ
た
。
現
代

音
楽
は
、
庶
民
と
の
間
に
大
き
な
断
絶
を

造
り
、
誰
も
が
振
り
向
か
な
い
蚊か

や帳
の
外

と
な
っ
た
。

五
、
絵
画
の
世
界
で
も

　

こ
れ
は
、
ア
ー
ト
の
世
界
、
絵
画
で
も
呼
応
し
て
、

当
然
同
じ
流
れ
で
あ
っ
た
。

　

古
代
、
中
世
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
な
ど
の
巨
匠
を
端は

し
ょ折

っ
て
、
具
象
・
写
実
派
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・

レ
イ
ン
か
ら
始
め
る
。
彼
の
光
と
影
そ
の
明
暗
に
心
惹

か
れ
る
人
が
多
い
が
、
私
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

J・S・バッハ 
（1685-1750 年 )

L・V・ベートーヴェン
（1770-1827 年 )

A・シエーンベルグ 
（1874-1951 年 )

十二音技法。すべての鍵盤が使われる

レンブラント
（1606-1669 年 )

J・ミレー
（1814-1875 年 )

V・V・ゴッホ
（1853-1890 年 )

P. ピカソ
（1881-1973 年 )

C・A・ドビッシー
（1862-1918 年 )

マニエリスム

ロココ

バロック

新古典主義

ロマン主義

世紀末芸術

現代芸術

後期・新印象派

印象派

19001800

図表参照：http://www.eonet.ne.jp/~musik/nenpyou.htm
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そ
の
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
流
れ
て
、
ロ
コ
コ
、
新
古
典
主

義
、
ロ
マ
ン
主
義
、
印
象
派
、
現
代
の
集
大
成
者
と
し

て
あ
の
ピ
カ
ソ
が
い
る
。
ミ
レ
ー
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
モ

ネ
、
ゴ
ッ
ホ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
錚
々
た
る
名
が
連
な
る
。

そ
の
世
紀
末
芸
術
に
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
や

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
、
さ
ら
に
現
代
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト

な
ど
抽
象
絵
画
が
台
頭
し
氾
濫
し
た
も
の
の
、
ピ
カ
ソ

を
凌
駕
し
た
画
家
は
居
な
い
。
世
間
は
、
熱
狂
し
て
彼

を
受
け
入
れ
た
が
、
一
方
東
洋
の
慧
眼
は
こ
れ
を
許
さ

な
か
っ
た
。

　

数
学
者
・
岡
潔

は
、
一
刀
両
断
、「
無

明
の
達
人
」
と
し
て 

彼
を
斬
り
捨
て
た
。

六
、
近
・
現
代
史
の
通
貨
と
国
家

の
流
れ

　

日
本
で
は
、
江
戸
中
期
、
綱
吉
・
吉
宗
時
代
が
、
欧

州
で
は
古
典
主
義
時
代
に
当
た
る
。

　

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貨
幣
経
済
は
、
金
銀
に
よ
る
重

商
主
義
。
殊
に
ス
ペ
イ
ン
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
は
世
界

の
覇
権
を
握
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
、
こ
の
長
き
王
室
国
家
の
絶
対
主
義
的

抑
圧
は
国
民
の
反
乱
を
招
き
、
カ
ト
リ
ッ
ク

と
ル
タ
ー
に
よ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
対
立

勃
興
の
闘
い
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

現
在
の
国
際
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
主
権
国
家
体
制
（
ウ

ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
）
を
生
み
出
し
た
三
十
年
戦
争

は
「
最
大
に
し
て
最
後
の
宗
教
戦
争
」
と
言
わ
れ
た
。

神
学
な
ど
の
権
威
主
義
か
ら
理
性
・
知
性
を
尊
重
す
る

啓
蒙
思
想
の
誕
生
が
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
を
生
み
、
そ
れ

が
母
体
と
な
っ
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
ア
メ
リ
カ
独
立
戦

争
に
連
な
っ
た
。

　

1
7
5
0
年
前
後
を
し
て
、
マ
イ
ヤ
ー
・
ア
ム
シ

ェ
ル
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
が
、
金
銀
の
預
か
り
証
を
紙

幣
と
し
て
発
行
す
る
「
通
貨
発
行
権
」
な
る
も
の
を
獲

得
し
、
国
の
采
配
権
を
奪
っ
た
。「
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の

戦
い
」
に
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
央
銀
行
を
創
設
し
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
金
融
国
家
オ
ラ
ン
ダ
が
、
世
界
の
覇

権
を
握
っ
た
の
だ
。
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
か
ら
金
＝

￡ポ
ン
ドの
世
界
基
軸
通
貨
を
台
頭
さ
せ
た
。そ
し
て
、英
、独
、

伊
、
佛
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
五
男
を
配
し
て
、
早
々
と

巨
大
な
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
飛
火
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
な

ど
の
台
頭
に
よ
り
、
各
国
の
金
本
位
制
か
ら
の
脱
退
者

が
続
き
、
$ドル
基
軸
通
貨
制
度
に
靡
き
、
変
動
通
貨
制
、

F
R
B
（
連
邦
準
備
理
事
会
）、
今
日
の
仮
想
通
貨
制

岡先生の洞察力は厳
しくも鋭い。

ロスチャイルド家の紋章と、
ロスチャイルド

画像出典「Journey」：https://yuuma7.com/
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へ
と
連
な
る
元
を
作
っ
た
。

七
、
国
際
金
融
資
本
家
た
ち
の

野
望

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
産
業
革
命
が
、
資
本
主
義

社
会
を
生
み
、
次
々
と
ア
ジ
ア
に
植
民
地
化
の
波

が
拡
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
印
度
か
ら
中
国
へ
と
至

り
、遂
に
は
日
本
に
も
そ
の
波
涛
は
押
し
寄
せ
た
。

　

ペ
リ
ー
の
開
国
を
迫
っ
て
始
ま
っ
た
明
治
維

新
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
幕
府
派
に
回
っ
て
南
北
戦
争
の
旧

兵
器
を
売
り
つ
け
、
イ
ギ
リ
ス
は
討
幕
派
に
最
新

兵
器
を
持
た
せ
る
な
ど
、
勝
敗
は
す
で
に
決
し
て アメリカ FRB 本部とデビッド・ロックフェラー

フランス・ロスチャイルドイギリス・ロスチャイルド

×

１９９１年、三極委員会にて
デビッド・ロックフェラー氏　談
我々に協力してくれた
ワシントンポスト、NY タイムス
その他大手出版社に 40 年間秘密にして
くれたことに感謝する。
我々の世界計画がどこかで社会に知られたら
ここまで辿り着けなかっただろう。
しかし世の中はより洗練され
世界政府は進行中だ。
知的エリートと国際銀行家による
究極の世界統治は歴史からみても
ふさわしい自然の成り行きだろう。

画像出典「Journey」：https://yuuma7.com/
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い
た
。
い
ず
れ
も
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
両
天
秤
の
陰

謀
で
開
国
に
至
ら
し
め
、
明
治
維
新
を
起
こ
し
た
。

　

天
下
国
家
を
論
じ
て
互
い
の
血
を
流
し
た
志
士
達

は
、
い
わ
ば
皆
彼
ら
の
筋
書
き
通
り
、
手
先
に
な
っ
て

働
い
た
駒
。
薩
長
も
竜
馬
も
海
舟
も
慶
喜
も
、
良
い
よ

う
に
顎あ

ご

で
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
皆
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

の
掌

て
の
ひ
らの
上
で
右
往
左
往
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
正
に

漁
夫
の
利
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
な
お
続
い
て
い
る
。

　

し
か
も
、
こ
れ
が
初
め
て
で

は
な
い
。
1
5
4
9
年
イ
エ

ズ
ス
会
が
日
本
に
送
り
込
ん

だ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ

ル
。
彼
も
キ
リ
ス
ト
教
宣
布
と

い
う
美
名
の
も
と
に
、
蔭
で
人

身
・
武
器
売
買
を
行
い
、
領
土

の
植
民
地
化
を
企
て
て
い
た
。

　

危
う
く
も
信
長
・
秀
吉
は
そ

れ
に
気
付
き
禁
教
弾
圧
追
放
を
命
じ
、
家
康
が
鎖
国
制

度
を
敷
い
た
の
も
故
無
き
こ
と
で
は
な
い
。
利
休
の
死

も
然
り
。

　

そ
れ
は
日
本
ば
か
り
で
は
な
い
。
あ
の
マ
ル
ク
ス
、

そ
し
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
更
に
レ
ー
ニ
ン
も
み

な
背
後
に
そ
の
影
が
付
き
纏
っ
た
。
資
本
主

義
と
真
逆
の
思
想
に
見
え
な
が
ら
、
共
産
主

義
も
根
は
同
じ
、
目
指
す
所
は
同
じ
で
あ
っ

た
。
実
際
、
中
共
は
赤
裸
々

な
る
大
資
本
主
義
国
家
で

は
な
い
か
。
唯
物
思
想
も

唯
心
思
想
も
、
表
向
き
は

戦
わ
せ
て
、
裏
で
手
を
握

る
。
目
的
は
、
金
融
独
占
、

世
界
支
配
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
1
8
4
8
年

の
「
共
産
党
宣
言
」
は
1
9
9
1
年
の
ソ
連
崩
壊
に

よ
っ
て
終
わ
っ
た
か
の
よ
う
に

見
え
て
、
中
国
は
こ
れ
を
引
き

継
い
だ
。
1
9
2
1
年
結
党
し
、

1
9
4
9
年
に
、
毛
沢
東
が
「
建

国
宣
言
」
を
行
い
、
赤
々
と
中
国

に
そ
の
火
は
移
っ
た
。
覇
権
・
監

視
国
家
と
し
て
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、

今
や
燎
原
の
火
の
如
く
、世
界
に
次
々
と
飛
び
火
し
た
。

ま
さ
か
の
自
由
主
義
国
家
・
ア
メ
リ
カ
も
そ
の
毒
牙
に

噛
ま
れ
て
い
た
結
果
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
倒
さ
れ
た
。

　

か
の
第
一
次
大
戦
も
第
二
次
大
戦
も
、
戦
争
特
需
で

大
儲
け
し
た
の
は
、
こ
の
大
富
豪
た
ち
、
死
の
商
人
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
度
の
大
統
領
選
挙
も
コ
ロ
ナ
も

何
も
か
も
仕
掛
け
た
の
は
、「
世
界
は
金
な
り
」
と
す

る
国
際
金
融
資
本
家
の
彼
ら
の
為
せ
る
業
、
独
壇
場
だ

っ
た
の
だ
。

八
、
日
本
の
走そ
う
く狗

　「
日
本
と
い
う
国
は
、
そ
う
い
う
特
権
階
級
の
人
た

ち
が
楽
し
く
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
た

ち
凡
人
が
、
安
い
給
料
で
働
き
、
高
い
税
金
を
払
う
こ

と
で
、
成
り
立
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
そ
う
い
う
特
権
階
級
の
人
た
ち
が
、
あ
な
た
た
ち
に

何
を
望
ん
で
い
る
か
知
っ
て
る
？

　
い
ま
の
ま
ま
、
ず
ー
っ
と
愚
か
で
い
て
く
れ
れ
ば
い

い
の
。
世
の
中
の
仕
組
み
や
不
公
平
な
ん
か
に
気
付
か

ず
、
T
V
や
マ
ン
ガ
で
も
ぼ
う
っ
と
見
て
何
も
考
え

ず
、
会
社
に
入
っ
た
ら
上
司
の
言
う
事
を
お
と
な
し
く

き
い
て
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
真
っ
先
に
危
険
な
所
に

行
っ
て
戦
っ
て
く

れ
れ
ば
い
い
の
。

‥
‥
‥
」

（
天
海
祐
希
主
演「
女

王
の
教
室
」
か
ら
）

　

こ
の
ド
ラ
マ
の

ワ
ン
シ
ー
ン
こ

そ
、
正
に
日
本
で

起
こ
っ
て
い
る
縮

図
で
あ
り
、
こ
れ

が
世
界
で
起
こ
っ

て
い
る
拡
大
図

だ
。
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こ
の
特
権
階
級
こ
そ
、
D
S
／
デ
ィ
ー
プ
・
ス
テ

ー
ト
、
日
本
各
界
に
も
隠
れ
潜ひ

そ

む
、
そ
の
走そ

う
く狗
達
で
溢

れ
て
い
る
。

九
、
共
産
主
義
を
動
か
す
国
際
金

融
資
産
家

　

正
に
左
の
風
刺
画
こ
そ
、
正せ
い
こ
く鵠
を
射
て
い
る
。
暴
力

革
命
の
レ
ー
ニ
ン
も
、資
本
論
を
書
い
た
マ
ル
ク
ス
も
、

そ
の
背
後
に
国
際
金
融
資
本
家
が
存
在
し
、
彼
ら
を
動

か
し
て
い
た
の
だ
。

　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
詩
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
イ

ド
」
で
「
宗
教
は
、
民
衆
の
阿
片
な
り
」
と
確
信
し
た

マ
ル
ク
ス
は
、
神
と
決
別
し
、
神
と
同
じ
次
元
に
立
つ

こ
と
を
宣
言
し
た
。

国
民

国
民

国
民

　
〝
私
は
神
の
よ
う
に
世
界
の
廃
墟
を
凱
旋
す
る
。
私

の
言
葉
が
強
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
と
き
、
私
は
造

物
主
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
〟
と
。

そ
し
て
、論
理
基
盤
を
作
り
、『
資
本
論
』
を
発
表
し
た
。

　

搾
取
す
る
側
と
、
さ
れ
る
者
の
関
係
を
明
確
に
区
別

し
、
土
地
を
所
有
す
る
一
部
の
特
権
階
級
が
、
非
所
有

の
農
奴
を
搾
取
し
て
い
る
と
し
て
、
帝
政
ロ
シ
ア
と
い

う
中
央
集
権
的
な
体
制
構
造
を
破
壊
す
る
こ
と
無
く
し

て
、
人
民
の
自
由
も
平
等
も
な
い
、
と
す
る
「
唯
物
史

観
」
を
確
立
し
た
。

　
『
資
本
論
』
に
よ
っ
て
理
論
武
装
し
た
レ
ー
ニ
ン
は
、

非
搾
取
階
級
を
駆
り
立
て
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ア
ー
ト

（
労
働
者
階
級
）
解
放
運
動
を
起
こ
し
た
。
武
力
に
よ

る
ロ
シ
ア
革
命
を
煽
動
し
、
土
地
を
開
放
し
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
非
搾
取
階
級
に
と
っ
て
、
根
本
的
な
構
造

に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
革
命
を
煽
動

し
、
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
非
搾
取
階
級
で

は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
資
本
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
知
識

階
級
で
あ
り
、
土
地
も
生
産
物
も
国
有
化
し
た
全
体
主

義
的
な
新
た
な
特
権
階
級
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
だ
け

だ
っ
た
。
非
搾
取
階
級
は
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
駒

と
し
て
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

ロ
シ
ア
革
命
か
ら
、
ソ
連
崩
壊
ま
で
1
5
0
年
、

遂
に
暴
力
革
命
は
矛
を
収
め
た
か
の
よ
う
に
見
え
た

が
、
中
共
で
、
再
び
承
継
し
た
狂
刃
は
、
誰
の
目
か
ら

し
て
も
、
よ
り
激
化
し
て
い
る
。

　

70
年
に
も
及
ぶ
中
共
の
徹
底

し
た
宗
教
弾
圧
や
民
族
浄
化
。

チ
ベ
ッ
ト
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

（
ウ
イ
グ
ル
）、南
モ
ン
ゴ
ル（
内

国際金融資本家

マルクス・レーニン

ソ連・中共・共産主義

国民

ウイグル人を弾圧する中共軍

「資本論」草稿

「資本論」初版本
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モ
ン
ゴ
ル
）の
佛
教
・

イ
ス
ラ
ム
教
国
へ
の

粛
清
虐
殺
、
同
化
政

策
、
臓
器
売
買
を
見

て
も
、
こ
れ
は
真
っ

当
な
人
間
の
所
業
で

は
な
い
。
正
に
、
悪

魔
の
仕し

わ
ざ業
と
し
か
思

え
な
い
。
そ
の
犠
牲

者
8
，0
0
0
万
人

を
超
え
る
と
い
わ
れ

る
。
1
億
超
え
な
ら
ば
、日
本
国
民
全
殺
で
さ
え
あ
る
。

十
、
ポ
リ
コ
レ
旋
風

　

1
9
8
0
年
代
か
ら
多
国
籍
国
家
米
国

に
潜
伏
し
て
、
表
向
き
の
暴
力
革
命
が
、

戦
争
反
対
の
世
界
的
風
潮
に
ソ
フ
ト
化
さ

れ
、
よ
り
心
の
内
面
に
浸
透
し
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
ポ
リ
コ
レ
（
p
o
l
i
t
i
c
a
l 

c
o
r
r
e
c
t
n
e
s
s
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル

コ
レ
ク
ト
ネ
ス
）
と
い
う
戦
略
、
洗
脳
技
術

に
置
き
換
わ
っ
た
。
性
別
・
人
種
・

民
族
・
宗
教
な
ど
に
基
づ
く
差
別
・

偏
見
を
防
ぐ
目
的
で
、
社
会
制
度
・

言
語
表
現
は
是
正
す
べ
き
と
し
た
。

そ
の
平
和
的
手
段
に
隠
れ
た
世
界

統
一
、
世
界
支
配
力
が
見
事
に

人
心
を
掴
ん
だ
。
公
正
、中
立
、

い
か
に
も
正
義
で
あ
り
、
正
当

で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
耳み

み
ざ
わ障
り

の
良
い
術
策
に
、
皆
嵌は

ま

っ
た
。

　

戦
後
日
本
の
G
H
Q
に
よ

る
開
放
政
策
、
自
虐
史
観
に
よ

る
総
リ
ベ
ラ
ル
化
は
、
そ
の
始

め
で
あ
り
、
そ
の
最
た
る
も
の

だ
。
そ
れ
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
と
い
う
美
名
の
兵
器
な
き
暴
力
革
命
で
あ
っ
た
。
戦

後
生
ま
れ
の
我
々
は
、
そ
れ
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
、
自

由
社
会
を
謳
歌
し
た
。
戦
後
の
経
済
復
興
は
、
世
界
の

奇
跡
と
ま
で
称
え
ら
れ
た
が
、
日
本
は
大
き
な

影
の
手
で
操
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の「
自
由
・

平
等
・
博
愛
」
の
標
語
の
許

に
、
日
本
へ
の
共
産
化
が
一

層
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　

米
国
は
、
敗
戦
後
の

日
本
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
（
国
際
共
産
主
義
運
動

の
指
導
組
織
）
や
「
3
S

政
策
」（
S
c
r
e
e
n
、

S
p
o
r
t
、
S
e
x
を

用
い
た
愚
民
政
策
）
を
利
用
し
、
再
び
立
ち
上
が
れ
な

い
よ
う
に
骨
抜
き
に
し
て
、日
本
弱
体
化
を
仕
組
ん
だ
。

　

そ
の
罠
に
、
自
ら
の
自
由
国
家
が
今
日
の
よ
う
に
侵

さ
れ
る
と
は
、
当
時
誰
が
知
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
影
の
政
府
」、「
D
S
／
デ
ィ
ー
プ
ス
テ
ー
ト
」

の
存
在
は
、
つ
い
最
近
ま
で
噂
の
「
陰
謀
論
」「
都
市

伝
説
」
の
戯ざ

れ
ご
と言
・
噂

う
わ
さ
ば
な
し
話
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
米
国
大
統
領
選
挙
、
コ
ロ
ナ
騒
動
に
よ

っ
て
皮
が
剥
が
れ
て
露
わ
に
さ
れ
、
一
般
市
民
に
も
、

子
育
て
の
主
婦
の
間
で
も
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。

凄
せいさん

惨を極めるチベット僧虐殺
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何
故
か
。

　

そ
れ
は
都
市
に
も
田
舎
に
も
、
家
族
に
も
我
が
子
に

も
、
そ
の
身
に
刃や

い
ば
が
迫
っ
て
来
た
か
ら
だ
。
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
一
本
に
せ
よ
、生
涯
の
イ
ノ
チ
の
保
証
が
な
い
。

何
を
担
保
に
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。

　

そ
し
て
、
そ
の
国
際
金
融
資
本
が
仕
掛
け
た
今
回
の

一
連
の
騒
動
の
行
方
は
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
我
々
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
一
、
人
類
削
減
路
線
「
新
世
界

秩
序
」

　
「
国
連
憲
章
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
で
、
1
9
9
2
年
ブ

ラ
ジ
ル
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
は
「
人
口
を
85
%
削
減
、

10
億
人
を
目
標
に
」
を
採
択
し
た
。
次
い
で
、
ビ
ル
・

ゲ
イ
ツ
は
、
５
億
人
宣
言
を
し
て
ワ
ク
チ
ン
製
造
を
促

進
さ
せ
た
。

　

内
閣
が
提
唱
す
る

「
S
D
G
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社

会
を
目
指
す
」
は
、

自
然
食
運
動
で
は
、

尤も
っ
とも
ら
し
く
、
最
も

近
し
い
標

ス
ロ
ー
ガ
ン語
で
あ
る
。

こ
れ
に
同
調
し
な
い
同
業
者
・
消
費

者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
こ

に
環
境
問
題
と
い
う
善
言
美
辞
の

罠
が
あ
っ
た
。

　

D
デ
ィ
ー
プ
ス
テ
ー
ト
S
が
こ
れ
を
盾
に
、
こ
れ
見

よ
が
し
に
良
心
に
訴
え
る
が
如
く

し
て
人
口
削
減
に
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ

ン
セ
ッ
ト
で
関
与
し
て
い
た
の
だ
。

温
暖
化
政
策
、
脱
炭
素
社
会
も
、
貧

困
と
飢
餓
で
格
差
を
作
り
、
裏
側
で

莫
大
な
利
権
が
D
S
に
入
る
よ
う

に
巧
妙
に
仕
組
ん
で
い
る
。

　
「
Ｎ
Ｗ
Ｏ
」
N
e
w  

W
o
r
l
d 

O
r
d
e
r  

《
新
世
界
秩
序
》
は
、
今
に
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
既
に
画
策

さ
れ
て
い
た
人
類
削
減
の
一
路
線

に
過
ぎ
な
い
。

十
二
、
内
閣
府
が
描
く
未
来
図

　

S
o
c
i
e
t
y 

5
・
0
な
る
目
標
。「
サ
イ
バ
ー

空
間
（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
（
現
実
空
間
）

を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展

と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の
社
会

（
S
o
c
i
e
t
y
）」。

　

い
か
に
も
自
然
に
触
れ
な
い
、
地
に
足
の
着
か
な
い

都
会
の
役
人
が
描
く
I
T
社
会
だ
が
、
人
間
主
体
で

な
く
、
人
間
不
要
、
人
間
性
不
在
の
構
想
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。
そ
こ
に
幸
せ
が
棲す

ま
う
と
い
う
の
だ
ろ

う
か
。

　
「
脳
内
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で
寝
な
が
ら
学
習
。
身
体

を
サ
イ
ボ
ー
グ
化
し
て
脳
や
身
体
の
制
約
を
解
き
放

す
。
V
R
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
ア
バ
タ
ー
化
し
て

遠
隔
操
作
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
し
て
空
間
時
間
の

制
約
を
解
放
す
る
」
と
、
内
閣
府
が
発
表
。
信
じ
ら
れ

な
い
。

　

何
を
言
っ
て
い
る
か
、分
か
り
ま
す
か
。こ
れ
が
、「
ム

ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
計
画
」
と
い
う
代
物
。

内閣府作成「ムーンショット計画」

大実業家・慈善家のビル・ゲイツの裏の顔は⁈
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2
0
5
0
年
ま
で
に
時
空
と
自
己
脳
か
ら
の
開
放

社
会
を
目
指
す
と
、
ま
こ
と
し
や
か
に
掲
げ
ら
れ
た
、

ま
る
で
S
F
世
界
の
空
恐
ろ
し
い
管
理
社
会
に
、
日

本
が
追
従
し
た
。

　

そ
こ
に
、
敗
戦
国
日
本
が
、
戦
勝
国
連
合
の
国
連
の

提
唱
に
、
疑
い
も
信
念
も
な
く
乗
っ
た
の
だ
。
為
政
者

よ
、
祖
国
日
本
を
何
処
に
連
れ
行
く
と
い
う
の
か
。

十
三
、
世
界
は
、
金
マ
ネ
ー
！
！
！

　

実
は
、
米
国
も
中
共
も
揉も

め
て
い
な
い
、
民
主
党
も

共
和
党
も
同
じ
穴
の
狢む

じ
な
で
あ
る
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
、
親
中
媚
中
派
も
同
流
同
根
。

　

あ
の
ア
ン
テ
ィ
フ
ァ
も
Q
ア
ノ
ン
も
マ
ッ
チ
ポ
ン

プ
の
毛
色
の
変
わ
っ
た
道
具
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
は
同
じ
円
内
、
圏
内
で
踊
ら
さ
れ
て
い
る
壮
大

な
劇シ

ア
タ
ー場
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
仕ト

リ
ッ
ク

掛
け
な
の
だ
。

　

そ
の
劇
場
の
支
配
人
こ
そ
国
際
金
融
資
本
家
、
別

名 d

デ
ィ
ー
プ

eep s

ス
テ
ー
ト

tate

、
本
源t

イ

he I

ル

ミ

ナ

llum
inati o

テf B

　ィ

　―

avaria

な
の
だ
。
そ
の
闇
の
歴
史
の
淵
源
は
長
く
、
そ
の
底
は

測
る
べ
く
も
な
い
。
そ
れ
を
語
れ
ば
尽
き
な
い
。
今
は

こ
こ
ま
で
に
し
て
留
め
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
保
守
・
資
本
主
義
の
い
わ
ゆ
る

右
派
も
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
社
会
全
体
・
共
産
主
義
の

左
派
も
、
自
ら
マ
ッ
チ
で
火
を
つ
け
、
自
ら
ポ
ン
プ
で

消
す
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
の
自
作
自
演
。
ボ
ケ
と
突
っ
込
み

は
一
組
の
漫
才
、
台
本
作
者
は
一
人
だ
っ
た
。

　

そ
こ
に
棹
を
差
し
て
、崩
そ
う
と
し
た
ト
ラ
ン
プ
は
、

巨
大
な
魔
の
手
、
津
波
に
呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
ま
た
立
ち
上
が
っ
て
長
い
壮
大
な
深
い
旅
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
私
た
ち
も
覚
醒
を
促
さ
れ
て

い
る
。

十
四
、
宇
宙
構
造
と
覚
醒

　

翻
っ
て
、
我
々
の
住
む
世
界
の
構
造
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
肉
眼
で
は
見
る
べ
く
も
無
い
。
だ
が
、
こ
こ
を

語
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
巨
大
な
牙
城
を
崩
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
絶
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
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そ
の
一
、　
無
の
世
界

　

こ
の
宇
宙
構
造
は
、
全
て
と
一
心
一
体
で
あ
る
と
い

う
真
相
真
実
が
あ
り
ま
す
。

　

生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
や
、
あ
の
星
々
や
月
や

太
陽
や
、
地
球
の
国
々
も
人
々
も
、
一
切
合
切
が
我
で

あ
り
皆
で
あ
り
、
始
め
も
終
わ
り
も
な
く
、
と
い
う
一

体
・
全
体
観
。
ワ
ン
ネ
ス
の
世
界
観
で
す
。

　

一ひ
と
つ
ら連
な
り
の
イ
ノ
チ
、こ
れ
を
佛
教
的
に
は
「
空
観
」

と
言
い
、「
慧
眼
」
の
悟
り
、禅
の
目
指
す
べ
き
境
地
で
、

い
わ
ゆ
る
「
無
」
や
「
空
」
の
世
界
で
す
。

そ
の
二
、
有
の
世
界

　

一
方
、
真
逆
な
「
有
」
の
世
界
、
全
て
が
有
り
て
在

る
世
界
、
い
わ
ゆ
る
個
々
別
々
の
分
別
・
差
別
の
世
界

観
で
す
。

　

下
は
こ
の
現
象
地
上
世
界
か
ら
、
上
は
肉
眼
で
は
見

え
な
い
「
法ほ

っ
か
い界
」、す
な
わ
ち
「
浄
土
」「
極
楽
」「
天
国
」

の
世
界
ま
で
及
ぶ
の
で
す
ね
。「
法
眼
」が
開
か
れ
れ
ば
、

そ
こ
に
は
如
来
を

中
心
に
佛
菩
薩
が

九
品
の
蓮
台
に
座

し
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
あ
の「
曼

荼
羅
図
」
が
そ
れ

で
、
古
来
、
佛
教

で
は
実
相
実
在
世

界
と
し
て
伝
承
さ

れ
て
来
て
い
ま
す
。

そ
の
三
、
地
の
生
態
系

　

そ
の
有
の
世
界
を
地
に
移
し
た
の
が
、「
自
然
の
生

態
系
」
で
あ
り
、「
国
家
」
な
の
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
す
。内
の
心
は
一
切
平
等
と
は
言
え
、

外
に
現
れ
る
と
三
角
構
造
が
自
然
発
生
的
に
形
成
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
世
の
運
動
性
で
あ
り
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
の
で
す
。

　

そ
れ
を
「
如
来
蔵
性
妙
心
如
相
」
と
言
い
ま
す
。
生

き
と
し
生
け
る
も
の
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
如
来
か
ら
賦
与

さ
れ
た
イ
ノ
チ
の
個
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
如
来
の

如
で
す
。
如ら

し
く
来
た
る
。
松
は
松
ら
し
く
、
梅
は
梅

ら
し
く
、
男
は
男
ら
し
く
、
女
は
女
ら
し
く
。
あ
な
た

は
あ
な
た
ら
し
く
。
そ
れ
が
素
美
純
心
。
故
に
美
し
い

の
で
す
。
イ
ノ
チ
が
全
う
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
。

　

昨
今
、
何
事
も
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
風
潮
が

盛
ん
で
す
。
一
面
そ
れ
も
言
え
ま
す
。
が
、
片
や
違
い

ま
す
。
元
よ
り
備
わ
っ
た

本
性
の
ま
ま
に
生
き
る
こ

と
は
、
天
の
意
に
即
し
て

己
が
生
を
全
う
す
る
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
違
っ
て

い
い
の
で
す
、
寧
ろ
違
う

こ
と
が
本
来
で
す
。「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
は

真
理
で
す
。

そ
の
四
、
お
陰
様
の
世
界

　

下
は
微
生
物
か
ら
、
植
物
、
動
物
、
頂
点
は
人
間
へ

と
、
よ
り
生
理
構
造
機
能
が
単
純
か
ら
複
雑
系
へ
と
進

み
、
そ
の
循
環
サ
イ
ク
ル
は
ぐ
る
ぐ
る
と
周
り
、
上
下

の
差
が
あ
る
も

の
の
、
お
互
い

が
生
か
さ
れ
る
、

お
陰
様
の
世
界

な
の
で
す
。　

　

有
象
の
世
界

で
は
、
こ
こ
が

最
も
大
事
な
要

点
で
す
。

　

お
蔭
様
、
お

互
い
様
。
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そ
の
相
互
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
そ
の
因
縁
の
輪
、

法
輪
は
順
当
に
環
循
す
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
神
仏
の

仕
掛
け
な
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
い
つ
も

「
感
謝
」
と
い
う
潤
滑
油
・
オ
イ
ル
が
要
る
の
で
す
。

そ
の
五
、
国
家
と
君
主

　

世
界
の
国
家
は
、
君
主
制
に
し
ろ
、
共
和
制
に
し
ろ
、

ど
ち
ら
も
同
じ
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
で
す
。

　

多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
が
崩
壊
し
た
の
は
、
王

家
の
支
配
と
市
民
奴
隷
の
隷
属
関
係
で
抑
圧
さ
れ
た
ス

ト
レ
ス
が
爆
発
し
て
革
命
が
起
こ
り
ま
し
た
。
過
ぎ
た

贅
沢
や
権
威
に
、
国
民
に
寄
り
添
わ
ぬ
王
族
の
瓦
解
で

す
。

　

皆
平
等
と
し
て
も
、
こ
の
世
は
必
ず
多
く
を
牽
引
す

る
主
体
者
が
出
て
、
皆
を
収
め
率
い
る
と
い
う
序
列
運

動
、
階
層
構
造
が
自
然
と
生
ま
れ
ま
す
。
生
物
の
世
界

で
も
同
様
で
す
。
会
社
組
織
も
そ
う
で
す
ね
。

　

平
等
な
は
ず
の
共
産
主
義
国
家
に
、
ど
う
し
て
一
党

独
裁
者
を
上
に
立
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
自
体
が

矛
盾
で
す
。
幹
部
は
富
と
権
力
を
独
占
し
、
下
民
は
自

由
を
失
い
昔
な
が
ら
の
貧
し
さ
で
す
。
何
が
平
等
で
、

何
が
革
命
で
し
ょ
う
か
。中
国
も
北
朝
鮮
も
同
じ
で
す
。

　

し
か
し
そ
こ
に
、
永
続
性
が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
の

で
す
。

そ
の
六
、
皇
室
の
存
在
意
義

　

そ
れ
は
、
中
心
や
頂
点
に
い
る
存
在
は
、
虚
で
あ
り
、

無
欲
で
な
け
れ
ば
継
続
し
な
い
、
存
立
し
な
い
と
い
う

厳
格
な
る
天
則
秩
序
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

老
子
曰
く
、「
三
十
の
輻や

、
一
つ
の
轂こ

し
き
を
共
に
す
。

其
の
無
に
当
た
り
、車
の
用
有
り
」
車
輪
が
回
る
の
は
、

中
が
空
虚
で
あ
る
か
ら
で
す
。
食
器
や
茶
器
の
空
洞
も

同
じ
で
す
ね
。
無

私
無
我
に
し
て
、

天
の
御
心
を
我
が

心
と
す
る
器
で
な

け
れ
ば
、
継
承
で

き
ま
せ
ん
。
天て

ん
も
う網

恢か
い
か
い
そ

恢
疎
に
し
て
漏

ら
さ
ず
。
国
家
に

王
が
あ
る
と
し
て

も
、
無
私
に
し
て

人
民
を
知
ら
し
め
、
祈
り
働
く
こ
と
が
第
一
で
、
如
来

の
如
く
無
我
で
あ
っ
て
こ
そ
国
家
に
安
泰
平
和
が
訪
れ

る
の
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
皇
室
皇
統
は
、
そ
の
真
精
神
が
受
け

継
が
れ
た
か
ら
こ
そ
、
世
界
一
長
い
系
統
樹
を
保
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
天
が
お
示
し
に
な
っ
た
具
体
的
な
雛
型

で
あ
り
、
典

型
な
の
で
す

ね
。

　

独
裁
で
も

な
く
、
権
力

で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
敢
え

て
言
え
ば
、

徳
力
で
す
。
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他
に
絶
し
た
気
高
い
品
格
と
霊
性
で
す
。
そ
こ
に
天
命

と
い
う
深
遠
な
契
約
が
課
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

主
宰
者
が
、
何
よ
り
も
純
一
無
雑
で
あ
る
こ
と
が
肝

要
な
の
で
す
。

　

日
本
の
類
稀
な
る
清
廉
な
国
民
性
は
、
そ
こ
か
ら
培

わ
れ
て
来
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
日
本
に
生
ま
れ
て
来
た
日
本
人
と
し
て
の

誇
り
と
、
世
界
の
何
処
に
も
な
い
冠
た
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
皇
紀
2
6
8
1
年
、
皇
統

1
2
6
代
、
皇
室
は
世
界
の
奇
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
天
意
を
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
七
、
金
融

　

も
し
、
そ
の
頂
点
の
座
に
、
お
金
と
い
う
物
質
至
上

主
義
が
君
臨
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
自
ず

か
ら
人
類
は
、
お
金
の
た
め
の
奴
隷
、
国
民
は
そ
の
下

敷
き
、
犠
牲
に
な
っ
て
塗
炭
の
苦
し
み
に
喘あ

え

ぐ
世
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
が
今
の
社
会
の
有
様
で
す
。
い
ず
れ
、

下
支
え
な
け
れ
ば
、
上
も
共
倒
れ
す
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
、
世
界
を
支
配
し
て
い
る
闇
の
政
府
、
更
に

そ
れ
を
操
る
影
の
存
在
は
、
や
が
て
潰
え
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
必
ず
凋
落
、
崩
れ
落
ち
る
運
命
に
あ

り
ま
す
。

　

上
も
下
も
な
く
、
共
働
共
存
の
w
i
n
‐
w
i
n

の
関
係
で
こ
そ
、
長
久
に
豊
穣
に
続
く
の
で
す
。

そ
の
八
、
統
一
の
世
界

真
の
G
l
o
b
a
l
i
s
m
／
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
と
は
、

　

世
界
と
は
一
心
一
体
で
あ
る
と
い
う
魂
の
世
界
を
言

う
の
で
す
。

真
の
L
i
b
e
r
a
l
i
s
m
／
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
と
は
、

　

物
に
よ
る
束
縛
の
世
界
か
ら
自
由
・
自
在
に
放
た
れ

て
い
る
心
の
世
界
を
言
う
の
で
す
。

真
の
N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
／
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
は
、

　

自
国
を
尊
び
、
他
国
を
貴
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
を
尊
敬
し
、
愛
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
の

国
を
愛
せ
な
い
も
の
が
、
ど
う
し
て
他
の
国
を
愛
せ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
自
分
の
家
族
を
愛
せ
ず
、
人
の
家
族

を
愛
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
偽
善
で
す
。
自
分
を
生
み

育
て
て
く
れ
た
山
河
を
、
国
の
古

い
に
し
え
を
懐
か
し
む
こ
と

を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
て
も
、
卑
下
さ
れ
卑
屈
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に
な
る
こ
と
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
無
い
の
で
す
。
堂
々

と
胸
を
張
っ
て
、
自
国
を
誇
る
べ
き
な
の
で
す
。

真
の
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
s
m
／
コ
ン

サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
・
保
守
と
は
、

　

右
派
で
も
右
翼
思
想
で
も
な
い
の
で
す
。
営
々
と

築
い
て
来
た
国
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
尊
ぶ
こ
と

は
、
父
母
を
尊
び
、
祖
先
を
尊
び
、
国
を
尊
ぶ
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
自
分
を
尊
ぶ
こ

と
で
す
。
イ
ノ
チ
の
直
結
を
問
う
も
の
で
す
。
道
と
名

の
付
く
様
々
な
伝
統
文
化
。
地
方
の
芸
能
・
風
習
こ
そ

歴
史
そ
の
も
の
、
今
日
ま
で
築
き
上
げ
た
国
の
事
跡
や

人
物
を
保
ち
守
る
こ
と
は
、
自
分
を
豊
か
に
育
む
こ
と

で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
過

去
を
継
ぎ
、

未
来
を
拓
く

こ
と
こ
そ
、

真
の
保
守
で

あ
り
、
革
新
・

革
命
な
の
で

す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
も
、
対
立

で
は
な
い
の
で
す
。

　

リ
ベ
ラ
ル
も
保
守
も
、
敵
対
で
は
な
い

の
で
す
。

　

共
に
、
同
じ
概
念
の
中
の
捉
え
方
、
立

ち
位
置
の
違
い
な
の
で
す
。

　

全
て
は
一
緒
で
す
。
対
等
で
あ
り
、
混

然
で
あ
り
、
鮮
明
な
の
で
す
。

そ
の
九
、
結
語
「
超
在
一
神
的
汎

神
論
」

　

一
方
を
無
と
言
い
、
片
方
を
有
と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
合
わ
せ
鏡
で
あ
り
、
裏
表
の

な
い
世
界
観
な
の
で
す
。

　

そ
の
統
合
し
た
境
地
を
、
古
来
佛
教
で

は
「
色
即
是
空
」「
空
即
是
色
」
と
言
い

慣
わ
し
て
お
り
ま
す
。
道
教
で
は
「
真
空

妙
有
」
と
も
言
い
ま
す
。
こ
れ
を
三
昧
に

て
「
佛
眼
」「
道
眼
」
を
開
く
と
言
い
ま
す
。

　

空
で
も
有
で
も
な
く
、
中
道
に
し
て
偏

ら
な
い
尊
い
境
地
で
あ
り
ま
す
。
一
神
教

に
し
て
す
べ
て
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
汎
神
に
し
て
一
神
を
忘
れ
る
の
で
も

な
く
、
一
神
に
し
て
汎
神
、
そ
し
て
そ
れ

を
超
え
た
世
界
こ
そ
真
実
な
の
で
す
。

　

一
神
教
の
対
立
は
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

汎
神
教
の
独
善
も
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
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す
べ
て
の
イ
ノ
チ
に
神
が
宿
る
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
思
想
・
ア
ニ

ミ
ズ
ム
に
留
ま
る
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く

日
本
古こ

で
ん傳
の
古
神
道
は
、
そ
の
全
一
の
精
神
を
宿
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、

果
た
し
て
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

身
近
に
言
え
ば
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
に
命

が
宿
り
、
そ
の
命
を
宿

す
親
な
る
存
在
が
ま
し

ま
す
と
い
う
事
で
す
。

そ
の
関
係
こ
そ
一
な
る

親
と
衆
生
な
る
子
で
あ

り
、
大
宇
宙
と
我
々
な

の
で
す
。

十
五
、
ま
ほ
ろ
ば
の
情
緒
と
小
國

寡
民

　

ま
ほ
ろ
ば
で
は
、
開
店
当
初
か
ら
社
是
に
「
情
緒
」

の
大
切
さ
を
説
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
「
色
即
是
空
」
の
心
、「
佛
眼
」
を
開
く
世

界
を
理
想
と
し
て
い
る
店
な
の
で
す
。

　

情
緒
と
は
、
こ
の
世
界
、
も
っ
と
深
い
所
で
の
心
の

彩
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
を
、
よ
り
具
現
化
す
る
姿
と
し
て
「
小
國

寡
民
」
と
伝
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
足
場
を
よ
り
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、
他

を
思
い
や
る
。
そ
の
心
は
情
緒
で
あ
り
ま
す
。

　

小
さ
く
、
己
を
慎
み
な
が
ら
、
心
は
世
界
と
一

体
に
な
る
、
人
類
と
一
心
に
な
る
。

　

そ
れ
が
、
世
界
を
平
和
に
、
地
球
に
負
荷
を
か

け
な
い
生
き
方
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
世
界
観
、
人
生
観
こ
そ
、
ま
ほ
ろ
ば
の
み

な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
「
新
世
紀
の
指
標
」
と
な

る
は
ず
で
す
。

十
六
、「
脱
コ
ロ
ナ
」
の
精
神

　

一
切
は
、
豊
か
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

故
に
、
そ
の
時
を
待
て
ば
い
い
。

　

力
に
依
ら
ず
、
欲
に
依
ら
ず
、

　

己
に
与
え
ら
れ
た
今
を
尽
く
す
。

　

茲こ
こ

を
尽
く
す
。

　

そ
の
網
の
結
び
目
が
、
世
界
を
覆
っ
て
輝
く
。

　

一
人
ひ
と
り
が
光
り
だ
す
。

　

そ
れ
が
、「
脱
コ
ロ
ナ
」
の
精
神
だ
っ
た
の
で
す
。

〈
続
く
〉

　

最
後
に
、

　
今
回
『
コ
ロ
ナ
と
生
き
る
』
後
篇
の
結
論
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
長
文
に
な
り
、
中
篇
『
思
想
の
章
』
と
し
ま

し
た
。
前
回
を
『
現
状
の
章
』
と
し
ま
す
。

　
次
回
を
後
篇
『
実
践
の
章
』
と
し
て
結
び
ま
す
。
後
一

月
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
ま
せ
。


